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11
月
22
、
24
、
25
日
に
、
各
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
活

か
す
事
を
目
的
に
、
第
１
回
地
域

審
議
会
が
市
内
６
支
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
「
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
、
合
併
し
た
旧
６
町
の

区
域
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

市
長
の
諮
問
（
意
見
を
尋
ね
求
め

る
こ
と
）
を
受
け
て
、
新
市
の
建

設
計
画
の
執
行
状
況
や
変
更
、
基

金
の
活
用
、
新
市
基
本
構
想
の
作

成
や
変
更
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す

る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
ご

と
に
区
長
、
農
林
水
産
業
者
、
商

工
業
者
、
社
会
教
育
、
青
年
、
女

性
、
高
齢
者
、
社
会
福
祉
、
学
識

経
験
者
な
ど
各
分
野
か
ら
、
市
長

が
任
命
し
た
15
名
以
内
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
市
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
事
務
局
か
ら
地
域
審
議
会

の
あ
り
方
、
新
市
の
基
本
計
画
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
に
会
長
、

副
会
長
の
選
任
、
審
議
へ
と
進
み

ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
は
、
「
海
の
資
源
管
理
」

「
学
校
で
の
教
育
活
動
」
「
不
法

投
棄
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
環
境
問

題
」
「
雇
用
の
場
の
確
保
」
「
イ

ノ
シ
シ
、
鹿
の
被
害
対
策
」
「
次

世
代
育
成
の
体
制
強
化
」
「
道
路

整
備
」
「
少
子
化
対
策
」
「
廃
校

跡
地
の
利
用
」
「
韓
国
と
の
交
流

促
進
」
「
市
役
所
の
組
織
の
見
直

し
」
「
魚
市
場
の
建
設
」
「
有
線

テ
レ
ビ
の
計
画
進
捗
状
況
」
「
観

光
事
業
の
推
進
」
な
ど
様
々
な
意

見
、
要
望
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
意
見
は
、
市
政
の
推
進
施
策
や

平
成
17
年
度
作
成
予
定
の
対
馬
市

基
本
構
想
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

��《
上
対
馬
支
所
》▽
会
長:

平
川
征

夫
（
市
商
工
会
理
事
）
▽
副
会

長:

佐
伯
正
發（
元
校
長
）▽
吉
副

美
秋（
区
長
会
会
長
）▽
大
浦
雄

二（
区
長
会
副
会
長
）▽
寄
兼
惇（
南

部
漁
協
組
合
長
）▽
玖
須
千
秋（
指

導
農
業
士
）▽
古
藤
好
郎（
林
業

普
及
協
力
員
）▽
山
本
義
昭（
社

会
教
育
委
員
）▽
春
田
新
一（
青

少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
会
長
）

▽
小
宮
一
巳（
商
工
会
青
年
部
）

▽
大
吉
一
子（
商
工
会
婦
人
部
）

▽
比
田
勝
利
章（
老
人
ク
ラ
ブ
上

対
馬
支
部
会
長
）▽
濱
崎
千
秋（
市

社
協
副
会
長
）▽
白
浜
範
人（
民

生
児
童
委
員
）▽
古
藤
朋
子（
人

権
擁
護
委
員
）

《
上
県
支
所
》▽
会
長:

豊
田
賢
治

（
元
助
役
）▽
副
会
長:

日
高
嘉
郎

（
佐
須
奈
区
長
）▽
大
石
一（
佐
護

区
長
）▽
部
原
純
一（
上
県
漁
協

参
事
）▽
小
宮
正
至（
農
業
委
員
）

▽
原
野
一
英（
森
林
組
合
北
部
支

所
長
）▽
今
林
勝
正（
佐
須
奈
Ｙ
・

Ｙ
企
画
代
表
）▽
滝
本
浩
吉（
社

協
支
所
長
）▽
佐
々
木
登（
社
会

教
育
委
員
）▽
寺
崎
俊
治（
北
地

区
交
通
安
全
協
会
事
務
局
長
）▽

惣
島
喜
代
美（
旧
合
併
協
議
会
委

員
）▽
大
石
明
徹（
老
人
ク
ラ
ブ

上
県
支
部
会
長
）▽
土
肥
玉
子（
南

部
生
活
学
校
代
表
）▽
佐
伯
繁（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
仁
愛
会
代
表
）▽
大
平
登
志

彦（
農
林
業
）

《
峰
支
所
》▽
会
長:

小
川
一
義（
商

工
会
峰
支
所
筆
頭
理
事
）▽
副
会

長:

片
山
博
智（
前
教
育
長
）▽
田

口
徹（
三
根
区
長
）▽
古
里
春
彌（
佐

賀
区
長
）▽
井
上
淳
輝（
東
部
漁

協
組
合
長
）▽
田
口
光
行（
市
農

業
委
員
会
会
長
）▽
中
村
長（
森

林
組
合
理
事
）▽
阿
比
留
學（
前

校
長
）▽
中
村
國
安（
西
部
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
）▽
双
須
一
雄（
商
工

会
青
年
部
支
部
長
）▽
永
留
洋
子

（
三
根
上
婦
人
会
長
）▽
小
田
只

雄（
老
人
ク
ラ
ブ
峰
支
部
会
長
）

▽
岡
野
利
雄（
市
社
協
理
事
）▽

永
留
敬
子（
民
生
児
童
委
員
）▽

平
山
哲
也（
前
校
長
）

《
豊
玉
支
所
》▽
会
長:

河
内
啓
爾

（
旧
教
育
委
員
）▽
副
会
長:

築
城

守
昌（
文
化
財
保
護
委
員
）▽
古

賀
ひ
と
み（
水
崎
区
長
）▽
大
石

正
則（
位
之
端
区
長
）▽
平
間
俊

彦（
豊
玉
観
光
物
産
協
会
会
長
）

▽
作
元
隆
幸（
水
産
業
）▽
波
田

達
弥（
農
業
委
員
）▽
佐
伯
政
義（
豊

玉
し
い
た
け
部
会
会
長
）▽
中
庭

功（
旧
県
漁
業
青
年
部
会
会
長
）

▽
梅
野
益
子（
商
工
会
女
性
部
）

▽
阿
比
留
廉（
老
人
ク
ラ
ブ
豊
玉

支
部
会
長
）▽
小
川
博
子（
民
生

児
童
委
員
）▽
吉
田
若
代（
民
生

児
童
委
員
）▽
大
浦
泰
満（
歯
科

医
師
）▽
犬
束
美
樹（
旧
教
育
委

員
会
委
員
長
）

《
美
津
島
支
部
》▽
会
長:

築
城
算

人（
鴨
居
瀬
特
定
郵
便
局
長
）▽

副
会
長:

酒
井
幸
弘（
市
商
工
会
理

事
）▽
加
瀬
賢
治（
今
里
区
長
）▽

藤
田
俊
彦（
賀
谷
区
長
）▽
森
山

弘
文（
美
津
島
漁
協
組
合
長
）▽

石
井
弘
康（
対
馬
南
部
木
材
業
組

合
）▽
井
義
信（
対
馬
農
業
認
定

者
協
議
会
）▽
武
宮
素
子（
鶏
鳴

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）▽
内
野
逸
生

（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
）

▽
財
部
健
一（
町
漁
協
青
壮
年
部

連
絡
協
議
会
会
長
）▽
犬
束
ゆ
か

り（
町
漁
協
婦
人
部
部
長
）▽
吉

村
正
孝（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
）▽
俵
敏
彦（
民
生
児
童
委
員
）

▽
横
尾
悦
代（
民
生
児
童
委
員
）

▽
平
山
満
和（
（株）
対
馬
海
洋
牧
場
）

《
厳
原
支
所
》▽
会
長:

八
坂

（
町

体
育
協
会
会
長
）▽
副
会
長:

桐
谷

隆
儀（
対
馬
農
協
理
事
）▽
濱
田

安
食（
厳
原
地
区
区
長
会
会
長
）

▽
高
島
洋
明（
久
田
地
区
区
長
会

会
長
）▽
桟
原
靖
重（
厳
原
町
漁

協
組
合
長
）▽
松
本
平
治（
対
馬

林
業
研
究
会
会
長
）▽
浦
田
一
朗

（
市
商
工
会
副
会
長
）▽
河
合
徹（
青

少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
会
長
）

▽
横
瀬
雄
一
郎（
青
年
団
長
）▽

根
〆
憲
子（
婦
人
会
副
会
長
）▽

橋
邊
歳
雄（
老
人
ク
ラ
ブ
厳
原
支

部
会
長
）▽
竹
岡
幹
洋（
支
社
協

厳
原
支
所
長
）▽
安
田
健
之（
親

愛
福
祉
会
理
事
長
）▽
小
嶋
多
鶴

子（
旧
合
併
協
議
会
委
員
）▽
永

尾
五
助（
旧
合
併
協
議
会
委
員
）

上対馬支所�峰支所�

委
員
名
簿�
地
域
審
議
会
開
催�

�



7

　
11
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、

江
戸
時
代
に
、
朝
鮮
国
か
ら
徳
川

幕
府
へ
12
回
派
遣
さ
れ
た
外
交
使

節
団
「
朝
鮮
通
信
使
」
に
ゆ
か
り

の
あ
る
日
韓
の
自
治
体
な
ど
が
参

加
し
て
、
「
第
10
回
朝
鮮
通
信
使

ゆ
か
り
の
町
　
日
韓
交
流
対
馬
大

会
　
〜
日
韓
友
好
の
過
去
・
現
在

・
未
来
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連

絡
協
議
会
（
松
原
一
征
会
長
・
平

成
７
年
11
月
結
成
。
現
在
、
18
自

治
体
と
27
団
体
、
６
個
人
が
加
盟
。

以
下
「
縁
地
連
」
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
善
隣
友
好
の
通
信
使
の

意
義
を
学
び
、
日
韓
両
国
の
ゆ
か

り
の
地
同
士
の
交
流
を
推
進
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
対
馬
で
は
、

第
１
回
、
第
５
回
に
続
い
て
３
度

目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
27
日
に
は
、
厳
原
文
化

会
館
で
総
会
と
研
究
部
会
の
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
、
新
宮
チ
ェ
ビ

（
ハ
ン
グ
ル
で
ツ
バ
メ
の
意
）
の

会
代
表
冨
永
正
治
さ
ん
の
活
動
報

告
と
、
東
海
地
方
朝
鮮
通
信
使
研

究
会
代
表
の
名
古
屋
外
国
語
大
講

師
、
貫
井
正
之
さ
ん
に
よ
る
東
海

地
方
の
通
信
使
研
究
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
厳
原
小
体
育
館
で
は
、

江
戸
時
代
、
対
馬
藩
で
、
「
互
い

に
欺
か
ず
、
争
わ
ず
、
真
実
を
も

っ
て
交
わ
る
」
と
い
う
「
誠
信
交

隣
」
を
理
念
と
し
て
、
朝
鮮
外
交

に
尽
力
し
た
儒
学
者
、
雨
森
芳
洲

の
没
後
２
５
０
年
祭
が
行
わ
れ
、

約
１
５
０
名
が
参
列
し
て
遺
徳
を

し
の
び
ま
し
た
。
式
に
は
、
11
代

目
の
子
孫
に
な
る
福
島
大
教
授
・

雨
森
勇
さ
ん
も
参
列
し
、
お
礼
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
、
厳
原
体
育
館
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
朝
鮮
通
信
使
と

地
域
振
興
」
が
行
わ
れ
、
松
原
会

長
、
松
村
市
長
、
姜
南
周
・
韓
国

朝
鮮
通
信
使
文
化
事
業
推
進
委
員

会
委
員
長
、

泳
吉
・
釜
山
市
役

所
文
化
観
光
局
長
の
４
名
が
パ
ネ

ラ
ー
に
な
っ
て
、
朝
鮮
通
信
使
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
こ
れ
か
ら
の

地
域
交
流
や
人
づ
く
り
な
ど
が
討

論
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

後
に
は
、
日
韓
友
好
芸
能
公
演
が

あ
り
、
厳
原
中
や
久
田
中
生
徒

に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
演
舞

や
厳
原
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
日

舞
、
韓
国
サ
ム
ル
ノ
リ
や
民
謡
な

ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
体
育
館
で
は
、
縁
地
連
結
成
10

年
の
歩
み
展
、
「
朝
鮮
通
信
使
の

道
」
写
真
展
、韓
流
グ
ッ
ズ
展
、書

道
展
、
茶
道
展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
２
時
か
ら
は
、
朝

鮮
通
信
使
行
列
再
現
が
行
わ
れ
、

韓
国
の
民
族
衣
装
や
対
馬
藩
士
に

扮
し
た
２
２
０
名
が
、
市
役
所
近

く
の
櫓
門
を
出
発
し
て
、
厳
原
の

市
内
を
巡
り
、
対
馬
藩
主
宗
家
菩

提
寺
の
「
万
松
院
」
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。
万
松
院
で
は
、
対
馬

守
役
の
清
田
俊
二
・
対
馬
支
庁
長

と
正
使
役
の
徐
賢
燮
・
前
駐
福
岡

韓
国
総
領
事
が
「
国
書
交
換
」
を

行
い
、
日
韓
友
好
を
誓
い
ま
し
た
。

お茶で日韓交流�

朝鮮通信使行列�

カ
ン
ナ
ム
ジ
ュ

や
ぐ
ら

ソ
ヒ
ョ
ン
ソ
ム

ペ
ヨ
ン
ギ
ル

日
韓
の
自
治
体
が
交
流 

―
日
韓
交
流
対
馬
大
会
―



8

梅

野

泰

二

古

藤

幸

子

山
田
　
フ
ク
エ

八
重
島
　
静
子

永

留

幸

子

正
島
　
喜
美
枝

小

山

　

博

吉

木

　

孟

一

宮

安

枝

樺

島

悦

三

松
島
　
庄
三
郎

原

田

秀

信

川

口

鈴

代

大
山
　
ミ
ワ
子

小

嶋

義

昭

小

島

桂

子

江
崎
　
マ
ス
子

平

間

重

光

澤

田

益

美

來
徳
　
登
喜
子

河

合

　

徹

平

尾

　

敬

森

谷

正

文

小

林

房

子

長

　

隆

義

和

久

直

實

平
間
　
富
美
雄

平

間

達

夫

津

江

正

利

二

宮

史

雄

佐
々
木
　
a

内

山

秀

光

太

田

鳳

祥

桟

原

倍

代

阿
比
留
喜
美
枝

永

尾

五

助

阿
比
留
千
代
子

松

山

安

子

廣

瀬

文

明

上

原

益

男

上

野

幸

夫

横

松

時

憲

長

瀬

節

雄

長
瀬
　
壽
喜
代

三

山

　

豊

野
々
部
　
昌
榮

松

本

好

恵

内

山

敏

雄

小

島

長

喜

金

子

忠

裕

安

田

親

男

素

花

眞

澄

永

尾

賢

一

横

尾

悦

代

永

留

順

子

青
木
　
佐
津
美

川

本

純

子

俵

　

敏

彦

上

野

好

枝

豊

田

信

行

水

田

生

小

川

和

善

井

　

義

信

橘

　

和

子

阿
比
留
惠
美
子

藤

吉

繁

美

寺

崎

安

業

日

高

秋

江

西
川
　
ユ
キ
コ

近

藤

正

利

浦

瀬

澄

子

永

野

好

人

島

雄

繁

樹

阿
比
留
　
智
弘

浦

瀬

政

勝

清
水
　
千
津
子

印

束

正

登

斉

藤

隆

之

箱

崎

幸

男

橋

本

洋

子

小

宮

敬

子

大

和

英

朗

曲
�

小
浦
�

南
室
�

阿
須
�

桟
原（
国
道
西
側
）�

桟
原（
国
道
東
側
）�

宮
谷（
西
側
）�

宮
谷（
東
側
）�

日
吉（
南
側
）�

日
吉（
北
側
）�

天
道
茂
�

中
村
�

今
屋
敷（
県
道
西
側
）�

今
屋
敷（
県
道
東
側
）�

田
渕（
川
端
側
）�

田
渕（
野
良
側
）�

大
手
橋（
茶
屋
町
）�

大
手
橋（
野
良
側
）�

国
分（
県
道
東
側
）�

国
分（
県
道
西
側
）�

久
田
道
�

久
田
道（
春
田
屋
敷
南
）�

久
田（
白
子
）�

久
田（
白
子
・
堀
田
）�

久
田（
県
道
南
側
）�

久
田（
県
道
北
側
）�

尾
浦
�

安
神
�

久
和
�

与
良
内
院
�

豆
酘
内
院
�

内
山
・
桃
木
�

豆
酘（
４
・
５
部
落
）�

豆
酘（
３
・
６
部
落
）�

豆
酘（
１
・
２
部
落
）�

豆
酘（
７
・
８
・
９
部
落
）�

浅
藻（
北
側
）�

浅
藻（
南
側
）�

豆
酘
瀬
�

佐
須
瀬
�

阿
連
�

小
茂
田
・
小
茂
田
浜
�

下
原
�

樫
根
�

日
掛
・
上
山
�

椎
根
・
椎
根
浜
�

上
槻
�

久
根
田
舎
�

久
根
浜
�

下
原（
床
谷
地
区
）�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
〃
�

　
　
〃
�

焼
松
・
上
の
町
第
１
・
上
の
町
第
２

�

中
の
町
・
日
向
�

本
町
・
住
吉
・
日
の
出
・
宮
の
下

�

瀬
原
・
樽
ヶ
浜
�

大
浜
・
高
浜
・
西
高
浜
�

根
緒
�

洲
藻
�

箕
形
�

吹
崎
�

加
志
�

今
里
�

尾
崎
�

黒
瀬
�

昼
ヶ
浦
�

竹
敷
・
島
山
�

大
船
越
�

緒
方
�

久
須
保
・
女
護
島
�

犬
吠
・
玉
調
�

大
山
�

小
船
越
�

芦
浦
�

賀
谷
�

濃
部
�

元
・
新
鴨
居
瀬
・
長
手
・
細
浦
飛
渡

�

鴨
居
瀬
住
吉
�

赤
島
�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
　
〃
�

5
2
‐
5
3
5
2
�

5
2
‐
2
5
9
8
�

5
2
‐
3
1
4
8
�

5
2
‐
7
2
0
2
�

5
2
‐
0
8
3
8
�

5
2
‐
6
3
3
9
�

5
2
‐
7
6
1
7
�

5
2
‐
0
3
3
7
�

5
2
‐
3
1
6
0
�

5
2
‐
1
8
8
8
�

5
2
‐
3
3
4
9
�

5
2
‐
2
4
3
3
�

5
2
‐
1
0
9
0
�

5
2
‐
2
3
2
7
�

5
2
‐
1
0
2
8
�

5
2
‐
1
2
0
1
�

5
2
‐
2
7
0
1
�

5
2
‐
2
1
6
6
�

5
2
‐
0
2
4
2
�

5
2
‐
0
1
8
2
�

5
2
‐
8
0
3
2
�

5
2
‐
2
6
4
3
�

5
2
‐
3
0
6
8
�

5
2
‐
6
7
6
8
�

5
2
‐
2
9
8
6
�

5
2
‐
1
9
5
9
�

5
2
‐
3
0
6
2

5
2
‐
3
8
4
7
�

5
7
‐
1
0
8
1
�

5
7
‐
1
1
6
6
�

5
7
‐
1
2
5
1
�

5
7
‐
0
8
1
8
�

5
7
‐
0
0
4
7
�

5
7
‐
0
4
4
9
�

5
7
‐
0
0
4
5
�

5
7
‐
0
3
0
0
�

5
7
‐
0
4
1
3
�

5
7
‐
0
4
0
1
�

5
7
‐
0
3
5
4
�

5
7
‐
0
7
4
5
�

5
6
‐
0
2
3
1
�

5
6
‐
0
4
3
2
�

5
6
‐
0
2
2
3
�

5
6
‐
0
0
4
6
�

5
6
‐
0
9
2
2
�

5
6
‐
0
2
2
0
�

5
7
‐
0
5
9
4
�

5
7
‐
0
6
3
8
�

5
7
‐
0
5
8
3
�

5
6
‐
1
1
0
4
�

5
2
‐
1
1
8
3
�

5
2
‐
7
0
6
5
�

5
7
‐
0
0
3
3

5
4
‐
2
3
1
9
�

5
4
‐
2
5
3
6
�

5
4
‐
2
4
1
6
�

5
4
‐
2
3
6
4
�

5
4
‐
3
8
8
6
�

5
4
‐
2
6
6
0
�

5
4
‐
2
8
9
6
�

5
4
‐
3
1
2
1
�

5
3
‐
2
3
5
6
�

5
3
‐
2
1
0
3
�

5
3
‐
2
1
3
4
�

5
3
‐
2
0
3
0
�

5
4
‐
4
4
2
3
�

5
4
‐
3
9
2
6
�

5
4
‐
2
7
6
3
�

5
4
‐
2
0
8
5
�

5
4
‐
4
2
3
8
�

5
4
‐
3
1
0
3
�

5
5
‐
0
1
6
7
�

5
5
‐
0
1
2
5
�

5
5
‐
0
2
3
3
�

5
5
‐
0
1
9
2
�

5
5
‐
1
1
0
9
�

5
5
‐
1
1
2
3
�

5
5
‐
0
6
6
9
�

5
5
‐
0
7
3
5
�

5
5
‐
0
7
9
3
�

5
4
‐
2
1
8
8
�

5
4
‐
2
0
3
3

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

厳　　原　　①

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

厳　　原　　②

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

美　　津　　島�

　
12
月
１
日
、
対
馬
市

公
会
堂
で
、
民
生
委
員

児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
委
嘱
状
の
伝
達

を
受
け
た
の
は
、
主
任

児
童
委
員
を
含
め
て
厳

原
地
区
53
名
、
美
津
島

地
区
29
名
、
豊
玉
地
区

19
名
、
峰
地
区
12
名
、

上
県
地
区
22
名
、
上
対

馬
地
区
24
名
の
合
計
１

５
９
名
の
方
々
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域

の
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
そ
の
要
望
を
関
係

機
関
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
害
者
等
の
訪

問
、
相
談
な
ど
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

委員名簿�
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佐

伯

利

之

國

分

一

忠

日

高

久

子

平

井

晴

美

平

山

　

茂

末

松

溢

幸

山
下
　
ト
モ
子

吉

村

　

幸

横

篤

壽

上

松

敦

子

國

分

松

代

阿
比
留
　
朔

二

宮

達

磨

阿
比
留
　
貞
嗣

平

山

政

和

川

上

　

容

齋

藤

幸

枝

小

川

博

子

吉

田

若

代

岩

佐

幸

雄

佐

伯

　

繁

大
浦
　
喜
美
代

小

田

　

浄

内
山
　
タ
マ
子

神

宮

正

芳

平

山

春

野

原

　

一

生

米

田

睦

美

武

田

由

子

山

田

博

康

原

田

重

代

寺

崎

俊

治

斎

藤

初

子

小

宮

正

至

上
原
　
美
佐
子

糸
瀬
　
志
保
子

武

田

長

子

土

肥

玉

子

荒
木
　
美
代
子

原

田

聖

也

市
山
　
惠
美
子

大

浦

惠

浦

崎

睦

夫

武

末

日

臣

畑

島

明

世

坂

本

　

i

比
田
勝
　
将
良

春

田

幸

子

宮
h
　
ナ
ツ
コ

阿
比
留
　
芳
朗

阿
比
留
美
智
子

園

田

　

滿

渡

邊

初

代

糸

瀬

直

和

佐

伯

正

發

比
田
勝
　
惠

原
田
　

二
郎

古

藤

政

月

岩

武

輝

信

米

田

貞

子

中
島
　
惠
美
子

平

間

　

慰

柴

田

政

徳

山

本

弘

美

山

本

義

昭

仁
位（
上
）�

仁
位（
下
）�

佐
志
賀
・
糸
瀬
�

嵯
峨
・
貝
鮒
�

和
板
・
鑓
川
�

横
浦
�

塩
浜
・
見
世
浦
�

千
尋
藻
�

曽
�

位
之
端
�

卯
麦
・
佐
保
�

貝
口
・
東
加
藤
�

水
崎
・
加
志
々
�

唐
州
・
廻
�

志
多
浦
・
大
綱
�

小
綱
・
銘
�

田
�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
〃
�

太
鼓
町
・
三
軒
屋
・
大
地
�

上
町
・
下
町
・
本
元
町
�

松
ヶ
崎
・
浜
町
・
土
井
奈
�

西
津
屋
�

深
山
・
恵
古
�

仁
田
ノ
内
・
中
山
�

井
口
・
友
谷
�

湊
�

志
多
留
・
田
ノ
浜
�

伊
奈
�

越
高
�

御
園
�

犬
ヶ
浦
�

樫
滝
・
越
ノ
坂
�

瀬
田
１
区
�

瀬
田
２
区
�

飼
所
�

鹿
見
�

久
原
�

女
連
�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
〃
�

河
内
・
大
浦
�

鰐
浦
�

豊
�

泉
�

西
泊
�

古
里
�

古
里
�

比
田
勝
�

比
田
勝
�

比
田
勝
�

比
田
勝
�

網
代
�

冨
浦
・
津
和
・
唐
舟
志
�

浜
久
須
・
玖
須
�

大
増
�

舟
志
�

五
根
緒
�

茂
木
・
琴
�

琴
�

芦
見
�

一
重
�

小
鹿
�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
〃
�

5
8
‐
1
0
4
6
�

5
8
‐
0
4
2
6
�

5
8
‐
0
5
0
8
�

5
8
‐
0
1
5
8
�

5
8
‐
0
4
2
4
�

5
8
‐
0
2
5
1
�

5
8
‐
0
7
0
6
�

5
8
‐
0
2
6
5
�

5
8
‐
0
6
8
2
�

5
8
‐
0
0
9
9
�

5
8
‐
0
0
9
8
�

5
9
‐
0
2
2
4
�

5
9
‐
0
0
6
9
�

5
9
‐
0
3
8
3
�

5
8
‐
1
5
7
3
�

5
8
‐
1
3
8
7
�

5
8
‐
0
6
3
9
�

5
8
‐
0
2
0
8
�

5
8
‐
0
2
0
7

三
根（
上
・
下
）�

三
根（
田
志
・
浜
）�

津
柳
・
青
海
�

木
坂
・
狩
尾
�

吉
田
・
賀
佐
�

櫛
�

佐
賀
　
西
�

佐
賀
　
東
�

志
多
賀
　
西
�

志
多
賀
 
東
・
志
越
�

主
任
児
童
委
員
�

　
　
〃
�

8
3
‐
0
0
2
6
�

8
3
‐
0
2
3
8
�

8
3
‐
0
7
3
1
�

8
3
‐
0
7
1
0
�

8
3
‐
0
8
3
6
�

8
2
‐
0
2
4
9
�

8
2
‐
0
3
4
0
�

8
2
‐
0
9
3
5
�

8
2
‐
0
7
4
7
�

8
2
‐
0
6
1
5
�

8
3
‐
0
5
5
5
�

8
2
‐
0
1
0
7

8
4
‐
2
2
1
0
�

8
4
‐
2
7
8
8
�

8
4
‐
2
2
7
3
�

8
4
‐
2
1
3
1
�

8
4
‐
5
5
6
6
�

8
4
‐
5
0
3
2
�

8
4
‐
5
0
6
3
�

8
4
‐
5
1
0
8
�

8
5
‐
0
6
6
2
�

8
5
‐
0
4
9
8
�

8
5
‐
0
2
7
9
�

8
5
‐
0
0
3
3
�

8
5
‐
1
2
3
9
�

8
5
‐
0
0
5
6
�

8
5
‐
0
0
8
4
�

8
5
‐
0
0
5
1
�

8
5
‐
0
4
1
9
�

8
5
‐
0
2
5
3
�

8
5
‐
0
1
7
1
�

8
5
‐
0
1
4
8
�

8
4
‐
2
1
5
3
�

8
5
‐
0
3
8
7

8
6
‐
3
4
3
9
�

8
6
‐
2
5
5
3
�

8
6
‐
2
2
9
2
�

8
6
‐
2
4
0
7
�

8
6
‐
2
5
8
2
�

8
6
‐
3
0
9
7
�

8
6
‐
3
7
8
4
�

8
6
‐
2
1
3
9
�

8
6
‐
2
5
2
8
�

8
6
‐
2
0
5
1
�

8
6
‐
2
3
1
4
�

8
6
‐
2
6
5
9
�

8
6
‐
3
3
8
3
�

8
6
‐
3
7
0
9
�

8
6
‐
3
4
7
8
�

8
6
‐
2
6
4
6
�

8
6
‐
4
1
5
7
�

8
7
‐
0
6
3
6
�

8
7
‐
0
2
2
4
�

8
7
‐
0
0
2
6
�

8
7
‐
0
5
3
8
�

8
7
‐
0
6
2
6
�

8
6
‐
3
7
4
5
�

8
7
‐
0
3
5
7

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

豊　　　玉�地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
�

峰�

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

上　　　　　県�

地区名�

氏
　
名
�

担
当
地
区
�

連
絡
先
℡

上　　対　　馬�

よ
う
な
支
援
を
行
う
も

の
で
、
児
童
委
員
も
兼

ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、

給
与
の
支
給
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
伝
達
式
後
に
、

同
会
場
で
委
員
の
研
修

会
が
行
わ
れ
、
県
社
会

福
祉
課
、
松
尾
義
博
係

長
が
民
生
委
員
法
を
参

考
に
「
民
生
委
員
制
度

と
そ
の
活
動
に
つ
い

て
」
の
講
義
、
県
社
協

地
域
福
祉
部
の
益
本
昌

明
部
長
の
「
地
域
福
祉

と
民
生
委
員
児
童
委

員
」
と
題
し
、
委
員
の

地
域
福
祉
に
対
す
る
役

割
の
重
要
性
を
説
明
す

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

永

留

縫

子

田

口

　

徹

多

田

光

義

永

留

敬

子

國

分

廣

政

阿
比
留
　

枝

田

八

郎

杉

原

時

子

中

村

道

子

岡

野

利

雄

平
山
　
シ
ヅ
子

橋

本

　

敏


